
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
号

恩
赦
法

第
一
条
　
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
復
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

第
二
条
　
大
赦
は
、
政
令
で
罪
の
種
類
を
定
め
て
こ
れ
を
行
う
。

第
三
条
　
大
赦
は
、
前
条
の
政
令
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
大
赦
の
あ
つ
た
罪
に
つ
い
て
、
左
の
効

力
を
有
す
る
。

一
　
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
言
渡
は
、
効
力
を
失
う
。

二
　
ま
だ
有
罪
の
言
渡
を
受
け
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
公
訴
権
は
、
消
滅
す
る
。

第
四
条
　
特
赦
は
、
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
特
定
の
者
に
対
し
て
こ
れ
を
行
う
。

第
五
条
　
特
赦
は
、
有
罪
の
言
渡
の
効
力
を
失
わ
せ
る
。

第
六
条
　
減
刑
は
、
刑
の
言
渡
を
受
け
た
者
に
対
し
て
政
令
で
罪
若
し
く
は
刑
の
種
類
を
定
め
て
こ
れ
を
行
い
、
又

は
刑
の
言
渡
を
受
け
た
特
定
の
者
に
対
し
て
こ
れ
を
行
う
。

第
七
条
　
政
令
に
よ
る
減
刑
は
、
そ
の
政
令
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
刑
を
減
軽
す
る
。

特
定
の
者
に
対
す
る
減
刑
は
、
刑
を
減
軽
し
、
又
は
刑
の
執
行
を
減
軽
す
る
。

刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
て
ま
だ
猶
予
の
期
間
を
経
過
し
な
い
者
に
対
し
て
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
刑
を
減
軽
す
る
減
刑
の
み
を
行
う
も
の
と
し
、
ま
た
、
こ
れ
と
と
も
に
猶
予
の
期
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
て
ま
だ
猶
予
の
期
間
を
経
過
し
な
い
者
に
対
し
て
は
、
第
二
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
刑
を
減
軽
す
る
減
刑
又
は
そ
の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
つ
た
部
分
の
期
間
の
執
行

を
減
軽
す
る
減
刑
の
み
を
行
う
も
の
と
し
、
ま
た
、
刑
を
減
軽
す
る
と
と
も
に
猶
予
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
八
条
　
刑
の
執
行
の
免
除
は
、
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
特
定
の
者
に
対
し
て
こ
れ
を
行
う
。
た
だ
し
、
刑
の
全
部

の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
又
は
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
て
そ
の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶

予
さ
れ
な
か
つ
た
部
分
の
期
間
の
執
行
を
終
わ
つ
た
者
で
あ
つ
て
、
ま
だ
猶
予
の
期
間
を
経
過
し
な
い
も
の
に
対

し
て
は
、
そ
の
刑
の
執
行
の
免
除
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
。

第
九
条
　
復
権
は
、
有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
た
め
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
、
又
は
停
止
さ
れ

た
者
に
対
し
て
政
令
で
要
件
を
定
め
て
こ
れ
を
行
い
、
又
は
特
定
の
者
に
対
し
て
こ
れ
を
行
う
。
但
し
、
刑
の
執

行
を
終
ら
な
い
者
又
は
執
行
の
免
除
を
得
な
い
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
。

第
十
条
　
復
権
は
、
資
格
を
回
復
す
る
。

復
権
は
、
特
定
の
資
格
に
つ
い
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
　
有
罪
の
言
渡
に
基
く
既
成
の
効
果
は
、
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
又
は
復
権
に
よ
つ
て

変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
十
二
条
　
特
赦
、
特
定
の
者
に
対
す
る
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
及
び
特
定
の
者
に
対
す
る
復
権
は
、
中
央
更
生

保
護
審
査
会
の
申
出
が
あ
つ
た
者
に
対
し
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
　
特
赦
、
特
定
の
者
に
対
す
る
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
又
は
特
定
の
者
に
対
す
る
復
権
が
あ
つ
た
と
き

は
、
法
務
大
臣
は
、
特
赦
状
、
減
刑
状
、
刑
の
執
行
の
免
除
状
又
は
復
権
状
を
本
人
に
下
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
四
条
　
大
赦
、
特
赦
、
減
刑
、
刑
の
執
行
の
免
除
又
は
復
権
が
あ
つ
た
と
き
は
、
検
察
官
は
、
判
決
の
原
本
に

そ
の
旨
を
附
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
法
務
省
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
二
年
一
二
月
一
七
日
法
律
第
一
九
五
号
）
　
抄

第
十
七
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
後
六
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
五
月
三
一
日
法
律
第
一
四
三
号
）

こ
の
法
律
は
、
犯
罪
者
予
防
更
生
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
二
号
）
施
行
の
日
（
昭
和
二
十
四
年
七

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
七
月
三
一
日
法
律
第
二
六
八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条
第

二
項
、
第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
一
九
日
法
律
第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
七
日
法
律
第
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
五
百
九
条
の
規
定
　
公
布
の
日

1


